
メルマガ ～美人ショップ店員の連絡

先を訊き出す～ 

 

 

【主な内容】 メール講座の方向性をバシッと指し示

す 

 

 

【１】件名：恋愛弱者と強者の、決定的な違いとは？ 

 

※人気があるだけで、諦める弱い男でした…。 
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高橋りょうです。 

 

この度は、 

僕の電子書籍を受け取っていただいて、 

ありがとうございました。 

 

 

そのお礼とは言っては何ですが、 

 

これから、 

登録してくれたあなたに「メール講座」という名目で 

毎日１通ずつ、メールをお送りしていきます。 

 

 

 

この講座では、昨日お届けした電子書籍、 

 

『美人ショップ店員の連絡先をスマートに訊き出す



技術』 

 

の中で、 

語りきれなかった内容をお届けします。 

 

 

イメージとしては、あの電子書籍で 

美人ショップ店員から好かれるための知識・技能にお

ける 

表面的な理解をしてもらい、 

 

このメール講座で、 

それを“立体的な理解”へと落とし込む、といった感じ

です。 

 

 

… 

 



例えば、 

 

ショップ店員の女性に、 

自分の魅力を感じてもらいたい場合、 

 

 

パッと見の 

第一印象が、とても大切になりますから、 

見た目を整えましょう 

 

ということを、書籍の中で 

お伝えしましたが、 

 

 

「じゃ、具体的に何をすればいいの？」 

 

 

という疑問に対する答えは、 



まだ、お伝えしていません。 

 

 

ですから、 

そうした具体的な部分を、 

このメール講座でお伝えしていきます。 

 

 

… 

 

もしあなたに、 

 

・美人ショップ店員と仲良くなることができない。 

・どこか、避けられているように感じる…。 

 

と、心当たりがあるのなら、 

それにはちゃんとした原因があるはずです。 

 



 

世の中には、女性から、 

 

「人としてはいいんだけど、付き合うのはちょっと…」 

 

と思われる、すごく残念な男性がいます。 

 

 

いわゆる「いい人」というやつです。 

 

 

何が残念か？と言うと、 

 

女性にモテないことではなく、 

 

 

やろうと思えば誰でもできる 

「適切な努力」をすれば、そう思われないのに、 



 

それが何か分からず、 

結果、自分の望みが叶えられていない、 

 

その事実が、残念なのです。 

 

 

「悪い人じゃないんだけど…」 

 

こう女性に思わせないために、 

 

これから有益なものを 

あなたにお届けしていきます。 

 

 

… 

 

と、大層なことを話していますが、 



かつては僕も、そんな人間に部類される側でした。 

 

そんなにタイプではない女性から好かれることはあ

っても、 

ドタイプ美女からは、いつもやんわりとスルーされる

ような感じ。 

 

 

男だったら、 

誰もが二度見するようなキレイな女性を惚れさせた

い 

 

と思うのが、本音だと思うんです。 

 

もっと言うなら、 

それが、男の本能だと思います。 

 

 



なので、 

 

美人のショップ店員がいれば、 

頑張ってアプローチをかけていたわけですが、 

 

それをすればするほど、 

いつもドツボにハマってしまい、自爆する。 

 

 

そんなことを、 

 

何度も何度も、 

繰り返し繰り返し、やらかしていました。 

 

 

男としてのプライドが、 

ズタボロなわけです。 

 



 

それがすごく嫌で、 

 

美人で可愛い女性を攻略できる、 

強い自分になりたいと、当時は必死でした。 

 

 

しかし、 

そんな S級美女の攻略は、並大抵ではありません。 

 

 

だいたいは、みんなから人気があり、 

周りに人がいるので、 

 

声をかけることすら、難しい。 

 

 

そして、 



そんな子に限って、ほぼ彼氏がいます。 

 

 

「あいつが彼氏かー」 

 

普通に、ムカつきます。 

 

 

さらに、彼氏でもない 

モテなさそうなバイト仲間や同僚の男たちも、 

 

いつもその子の周りに付きまとっています。 

 

それを見ていると、 

マジで腹が立っていたものです。 

 

 

かつての僕は、プライドが高いだけで、 



「惚れたあの子を振り向かせることなんて、無理だ…」 

 

と、いつも勝手に諦めているような男でした。 

 

 

… 

 

本当の恋愛強者は、 

 

✓ 彼氏がいるから 

✓ 人気があるから 

✓ 落とすのが難しいから 

 

 

なんて理由で、 

狙った女性を、諦めたりはしません。 

 

 



彼らは、極めて計算高く、 

そしてしたたかに、 

 

狙った女性と接点を持ち、 

 

ごく自然な出逢いを演出し、 

知らず知らずのうちに、その女性のハートを射止め 

こちら側に、寄せていく。 

 

そして、ゲットする。 

 

 

「いい人どまり」の人たちとは、 

180 度、違うのです。 

 

 

かつての僕は、 

そんな彼らが羨ましくて仕方なかった。 



 

 

そして現在。 

 

 

さまざまな学びと経験を経て、 

それなりに自分が望んだ、 

 

理想的な自分 

 

になれていると、 

恐れながら思えています。 

 

 

街で可愛い女性と出会えたなら、 

これまで培ってきたものを使って、 

 

彼女のハートを掴みます。 



 

 

その度に、 

これまで、苦労の連続だった過去が、 

帳消しされていきます。 

 

 

この気持ち良さを、 

あなたにも感じてもらいたいのです。 

 

 

… 

 

狙った美人ショップ店員を惚れさせ、 

快く連絡先を交換した後も、 

 

ずっとその女性は、 

あなたのことを慕い続ける現実を 



想像してみてください。 

 

 

…思わず、 

笑いが込み上げてきませんか？ 

 

 

そうなるためには、まず、 

美人ショップ店員についての、理解を深める必要があ

ります。 

 

彼女たちのことをたくさん知り、 

「良き理解者」となれば、 

 

多くのモテない男から言い寄られている女性だから

こそ、 

取るべき戦略も見えてくるようになります。 

 



✓ どんな第一印象を演出するべきなのか？ 

✓ どんなふうに接点を持てば、相手は喜ぶか？ 

✓ どんなふうに誘ってあげれば、相手は応えやすい

か？ 

 

 

そうした部分が、 

逆算して分かるようになってきます。 

 

 

電子書籍の中でも、 

美人ショップ店員の心理について、話したつもりです

が、 

 

 

まだまだ、語りきれていません。 

 

 



その辺りの理解を深め、 

彼女たちにとって良き理解者になれば、 

 

 

美人ショップ店員、いや、 

どんな場所で出会った美人からも、モテるようになり

ます。 

 

 

そうした、 

極めて価値の高いものを明日、お届けしますので、 

 

どうぞ、お楽しみに。 

 

 

ではでは、今回はこの辺で。 

 

ありがとうございました。 



 

 

高橋りょう 


